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竹のルーバー

雨を防ぐ建具

ルーバー状の回転窓

麻のカーテン
掘立状の支柱

石場建の基礎

ルーバー状の床

LDKや個室は建具を閉めると
屋内化することができる

壁（木）h=250㎜

断熱材（わら）

床ルーバー（竹）

屋内

組柱
（50㎜×50㎜）×４

掘立支柱

インフィル部

晴れている日はテーブルを
移動させてランチ

カーテンや建具、ルーバーが様々な濃
度の中間領域を作り出す

夏風

組柱の間に木板を
スライドさせること
で簡易的に間仕切
りをつくることがで
きる

縦部の開閉により
屋内化することが
できる

床を抜いて坪庭が生まれた布団を敷いて
日向ぼっこ

ロフト下の
巣ごもりスペース

床のルーバーの隙間か
ら植物が顔を出す

スケルトン部

石場建基礎 壁ルーバー（竹）

中間領域

ルーバー状の回転窓
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カツラ

ハクウンボクハクウンボク

サクラ

ケヤキケヤキ

平面図

断面図

長い期間でセルフビルドの増減築
や修繕を想定した家は図らずとも
注目度は高くなり、地域との関わり
は無視できません。沖縄県今帰仁
村は19の集落からなり、住民同士
の結びつきが強いと推察しました。
内外の中間部分が腐朽することで
家が自然に還ることを促しつつ、誰
もが家づくりに参加しやすい設計
の工夫によって、自然環境保護へ
の意識を高め合うご近所付き合い
が生まれるかもしれません。

近年以降、建築や都市は腐敗を徹底的に遠ざけてきた。
しかしその結果自然との濃密なつながりも同時に遠ざけ
ることになってしまったのではないだろうか。今回の設計
では腐敗を住居に取り入れることにより自然循環との接
続を試みた。腐敗を受け入れることで自然の大きな循環
の中に建築を位置付けることが可能になるのではないか。
その仮定の下に設計に取り組んだ。
躯体には木や竹、カーテンには麻、断熱材には藁など時間
と共に徐々に腐敗していく建材だけを用いて住居を設計す
る。RC建造物とは違い短期スパンでのメンテナンスが要
求される。セルフビルドにより容易にプランを変更すること
のできる構法を取り入れることでメンテナンスを行うと同
時に現状の生活スタイルに合わせて住居のプランの変更

ができるように工夫した。
容易に増減築が可能なインフィル部分と建築に掛かる荷
重を担保するスケルトン部を分けて計画した。スケルトン部
分は土壌への影響を考えて石場建としインフィル部分は掘
立柱とすることで基礎を用いないで容易にセルフ増減築を
行えるようになっている。
増減築によって生まれた木の端材は粉砕しウッドチップに
加工後、マルチングに用いる。また麻のカーテンや藁などは
堆肥として使用する。住宅の構成要素が徐々にスケールダ
ウンし土へと還っていく。腐敗を取り入れた住居は常に新
陳代謝をし続け、大きな自然循環の一部となることができ
るだろう。

敷地は、亜熱帯気候の沖縄県今帰仁村。都市から離れた農村部に位置する。住民は農業を営む夫
婦とその子ども2人であり、亜熱帯地域の自然と接続した暮らしを営んでいる。風や雨を建築内に
取り入れ、亜熱帯気候の自然を十分に享受できる計画とした。この家により彼らの暮らしがより自
然と接続されることを期待している。

01 敷地／計画

近代以降、建築や都市は腐敗を徹底的に遠ざけてきた。しかしその結果、自然との濃密な繋がりも
同時に遠ざけることになってしまったのではないだろうか。今回の設計では腐敗というものを住居
に取り入れることにより自然循環との接続を試みた。腐敗を受け入れることで自然の大きな循環の
中に建築を位置付けることが可能になるのではないか。その仮定の下に設計に取り組んだ。

02 腐敗を受け入れた新しい暮らし方

腐敗をとりいれることで住居は常に新陳代謝し続ける。 RC造などの建物とは違い短期スパンでの
メンテナンスが要求される。セルフビルドにより容易にプランを変更できる構法を取り入れることで
メンテナンスを行うと同時に現状の生活スタイルに合わせて住居のプランを変更していくことがで
きる。生活者は常に快適な暮らしを求め住居プランを変え続け、それにより生まれた端材はスケー
ルを変え土中環境を改善するツールとなる。 

03 腐敗から構法を考える

この住宅を構成している部材は腐敗後土中改善のツールとしてリサイクルされる。例えば柱などの
木材は粉砕しウッドチップに加工してマルチングなどに利用される。 床や衝立に用いている竹は杭
上に加工し土壌に突き刺すことで空気と水を浸透させることができる。 ほかにも麻状のカーテンや
藁を使用した断熱材などは堆肥として用いることで土中環境を改善していくことができる。 住宅の
構成要素が徐々にスケールダウンし最後は土に還っていく。

05 部材の転用

中間領域にルーバーやカーテンなどの多孔質な建具を用いることで雨や風を取り入れ、インフィル
部の不朽を促す。またルーバー状の床を用いることで下方からも空気が流れ、地面とより繋がるこ
とができる。 LDKや個室は板状の建具の開閉により雨を遮ることができる。

06 腐敗を促進させる方法

04 主な構成部材

【作品名】

金城 蒼
東京都立大学大学院

腐朽(不朽)の家佳 作
学生部門

日本の気候を活かして落ち葉を
自然エネルギーに活用する､その
新たな仕組みづくりへの挑戦に
魅了された。このような取り組み
は小さなコミュニティだからこそ
実現性が高くなる。セキュリティ､
コミュニケーションの在り方も含
めて、郊外の住宅地開発の可能
性を広める事例と言えるだろう。

「熱」はどこにでもあり、もっとも我々の身近にある自然素材
である。
しかし今、私たちは自然の熱を遮断しエアコンで室温を調節
する暮らし方をしている。このような暮らし方は、私たちが
本来持っている外部環境への敏感さを奪っているのでは
ないだろうか。
そこで、これからは「自然の営みが生む細やかな環境の変化
を意識し、受け入れながら暮らすための住まい」が必要だと
考えた。
提案にあたってはまず、落ち葉による温床とその熱を蓄える
ための小さな部屋を採用し発酵熱を暮らしに取り込めるよう
にした。発酵熱は日光のあたる量によって発酵速度と熱量が
変わる特徴があるため、温床を可動式とすることで「自然の

営みが生む熱を知覚し、身の回りの自然と向き合う暮らし」
が生まれると考えた。また、冬に備え木々の落ち葉を皆で
集める暮らし方は集まって住むぬくもりも感じさせるだろう。
次に立面・平面的に隙間を作ることで風・光・匂いといった外
部環境だけでなく植物や小動物が入り込むことができ、色々
な生物の居場所になると考えた。通常、壁面積が大きくなる
ことは断熱性の観点から敬遠されるが、この住まいでは季節
に応じて外部環境を調整できる。そのため外気の影響を受け
やすくなるというデメリットがメリットに変わると考えた。
住人が自然の営みと共生する中で、全ての生物が共生出来る
環境を維持しようと思える場所こそこれからのサステナブル
な住まいなのではないだろうか。

【作品名】

瀬戸 裕樹
広島大学大学院

熱まとう棲家
審査委員特別賞

学生部門

02 四季を伝える木々が彩る長野県松本市

長野県松本市は都市部にも関
わらず自然豊かな環境が形成
されており、カツラ並木を含め
さまざまな街路樹が四季を
彩る町並みが特徴である。
町の街路樹の多くは落葉樹で
秋になるとたくさんの落ち葉を
落とし問題となっている。
また、年間をとおして日照率が
高く、冬は放射冷却現象に
よって朝晩の気温はかなり
低くなることが多い。

01 イエからスミカへ

家と庭を分離し、外部とのつな
がりを無くしている現在の家に
対して、”外部環境とつながる
スキマを有し、自然の営みと関
わり合う”動物の棲家のような
住まいを提案する。
さまざまな自然の営みを取り込む
ことで人のための家から多様な
生物が共生しあう棲み家となる。

03 自然が生む熱とつながる住まい方 ～発酵熱を用いた可動式床暖房の提案～ 身近にある”自然の営みから生まれる熱”を地域の素材と捉え暮らしに取り込む

可動式温床腐葉土 蓄熱用タイル

半透明ポリカ

ハクウンボク
住戸⑤

住戸④

住戸①

住戸②

住戸③

カツラ

ケヤキ

春になると白い花の
絨毯が出来る 木陰は沿道まで広がり、

町の人の居場所になる

各住戸に可動式温床を用いた
床暖房の部屋を付加する秋になるとカツラの木のまわりは

香ばしい香りが広がる

温床で作られた腐葉土は
町の街路樹の育成にも使われる

大きく育つケヤキは
広い木陰を生む

0 1 3 5 10ｍ

春から夏にかけて落葉樹に葉がつき
軒下から庭先へ木陰のような空間が広がる

秋になると葉が落ち陽が入る
日光で温床の発酵が進み熱が生まれる

秋や冬の寒い夜は、可動式温床の発酵熱を
用いることで暖かく過ごす

部屋同士のつながりにスキマを
持たせることで、真四角よりも外
壁が長くなり外気の影響を受け
やすい住宅となる。

■ダイアグラム

高床にすることで床下に隙間が生まれ風が通る。
また、床下のスキマは植物や小動物の棲家となる。

住民みんなで落ち葉拾いをし、人が集うあたたかさを感じる

11月

8月 1月

配置図
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平面図
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最小限の空間で快適な睡眠を
得るための構成を思考した作者
の意欲的な住まいの提案である。
フロアレベルと天井の操作に
よって抑揚に富んだ天井高となる
空間や、アプローチから睡眠を
とる空間をつなぐ渡り廊下のよう
なオブジェクトは、日常から非日
常へと誘うシークエンスを生んで
おり極小空間である茶室のよう
な小宇宙を体現している。

サステナブルとは、地球の環境を壊さず、資源を使いすぎず、
未来の世代を美しい地球で平和に豊かに暮らすということ。
そこでル・コルビュジュが設計したカップマルタンなどから
“5坪”という最小限の空間の中でいかに快適に過ごすか
焦点をおき、母屋があるていで設計した。
生きる上で最低限必要なことは“食”“運動”睡眠”の3つで
ある。その中で私は“睡眠”に焦点をおき、寝室に注目した。
まず、安眠を取るためには身体精神共にリラックスした状態
が最適だと考え、精神的には“環境”で、身体的にば“空間”で
表現した。敷地はスイスのツェルマット地方に一目惚れした。
四方八方を山々に囲まれ、大自然の中で安眠をとる。その
ため寝室は十角形の多角形とし、沢山の方角を臨めるように
した。柱は全て地元で採れるカラマツとし、FIXにはめ込む

窓は、バイオにより分解される素材とする。いつか、山が海に
沈み、新たな世界が始まるとき、形は残れど、地球の遺産の
一つとして残したい。外壁も地元で採れるカラマツとし、南京
下見張。屋根には山を模様したとんがり帽子・鉄平石を使用
し、年輪を重ねた苔がいつしか彩り始める。
快適な睡眠のため、生活空間はミニマムに、できるだけ壁の
区切りをせず、FLの高さで空間の入りロをそれぞれ演出
する。入り口のテラスには、花を植え、草が育ち、小鳥が集う、
そんな未来を想定した。
極力少ない素材でより自然に溶け込む形の住宅を、私は
提案する。

02 風と光

【作品名】

竹島 舞
共立女子大学　

とんがり屋根の家審査委員特別賞

学生部門

～最適ノ寝心地ヲ求メテ～

既製換気部材

ガルバニウム横葺き（石粉付き）
防水:アスファルトルーフィング
野地:構造用合板 t=12
通気垂木 t=30
断熱材フェノールフォーム t=90
構造用合板 t=24

軒先換気口
イーヴスベンツ利用

アルミサッシ片開き窓

外壁：南京下見張
通気層：エアホール胴縁 t=18
外壁下地ダイライト t=9
断熱材 t=120
防湿シート
内壁:羽目板

ガラス
ガラリ

デッキ材；檜

アプローチから寝室まで全ての空間が直線につながっているの
で、開けた視界となり光や空気が直線に伝わる。
エアコンも扇風機もいらない自然の中での生活が理想的である。

03 躍動感

床と天井に動きをつけることによって、極力仕切りの少ない直線
的な間取りであると同時に、躍動感のある空間をデザインした。

04 PBB

真ん中の廊下は、直線の家でありながらも空間の違いを楽しむ
ことのできる飛行機へ乗る前のPBBを参考にデザイン。
また寝室へ向けて浮遊感をプラスするためにも最適なデザ
インだと考えた。

05 動線

建物全体がシンメトリーとなっている。
中央正面の玄関から中へ入り左にトイ
レ、右に小さなキッチンがある。寝室は
一面マットレスが敷いてあり、動くこと
が億劫な施主にとって理想的な空間に
なっている。手の届く範囲に本棚や窓
があり、1日の流れを窓から眺められる
のもこの設計の魅力である。

01 敷地

精神身体共にリラックスした状態が
睡眠に最適な条件だと考え、敷地は
スイスのツェルマットとした。
ツェルマットは崖の上に位置し、石で
できた階段を登った先にある。
その下には母屋があり、湖と川が流
れている。

balcony

ent

tiny kitchen

wc

green area

tiny balcony

book shelf

fix

fix

window

●身体のリラックス
身体中の力が抜けて、まるで浮いているかのような感覚に陥る時。

●精神のリラックス
自然の中へ訪れることによって生まれる、都会にいると気づきにくい
自然の些細な音や風、匂いを感じる時。

最適な睡眠を取るための条件とは、
身体精神共にリラックスした状態だと考えられる。




